
令和７年度 大分県学力定着状況調査結果

（１）調査期日 令和７年４月２２日（火）
（２）調査を実施した児童・生徒数（学校数）

※後日に調査を実施した学校はなし。

   〔小学校５年生〕 ８，４６３人（２４３校）
  

〔中学校２年生〕 ８，５８０人（１２２校）

 （３）調査内容 児童生徒に対して、学習到達度調査（「知識」及び「活用」）と総合質問調査を実施。

対象児童 小学校５年生（国立・県立・私立を含む）

教科 国語 算数 理科
区分 知識 活用 知識 活用 知識 活用

Ｒ７県全体 50.8 51.3 51.8 51.6 51.5 50.8
Ｒ６県全体 51.0 51.1 52.7 51.9 51.4 51.6

対象生徒 中学校２年生（国立・県立・私立を含む）
教科 国語 数学 理科 英語 社会
区分 知識 活用 知識 活用 知識 活用 知識 活用 知識 活用

Ｒ７県全体 51.8 51.5 51.3 50.7 52.4 51.9 50.5 49.4 51.4 51.0
Ｒ６県全体 51.5 51.3 51.6 51.1 51.1 50.8 50.2 51.0 51.2 50.9

１ 調査の概要

２ 結果の概要（教科別偏差値）

【市町村立】小学校・義務教育学校，【県立】別府支援学校，【国立】附属小学校，【私立】明星小学校

【市町村立】中学校・義務教育学校， 【県立】豊府中学校， 聾学校， 【国立】附属中学校，
【私立】明豊中学校，向陽中学校，大分中学校

【調査の目的】

県内の小・中学校における児童生徒の学力や学習・生活状況を把握・
分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図るとともに、教
育に関する継続的な検証サイクルを確立する。また、学校における児童
生徒への教育指導の充実や学習状況の改善に役立てる。

・同じ調査を実施している全国の受検
者（小学校第５学年約１２万人、中学
校第２学年約１０万人）の平均正答率
が偏差値５０。

・偏差値５０を基準とした場合の、大
分県の偏差値（大分県の平均正答率
で算出）は左の表のとおり。
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